
恩納100 むらのきおく その七十一

村博物館 電話 982-5112

ヤチバ
牛や馬に引かせて、水田の土をくだいたり、大まかな地ならしをしたりす

るのに使われた農具です。中部ではヤチバと呼ばれたりもしましたが、一

般的にはマーガ（馬鍬）と呼ばれたようです。
　古くは木製でしたが、のちに歯の部分が鉄に変わり、戦後は全てが鉄製になりまし

た。博物館では歯の部分が鉄のものを展示しています。水田の減少や耕運機などの機

械の登場で、農作業に牛馬を利用しなくなり、ヤチバは次第に使われなくなりました。
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総人口 11,005 人 （+38）

男 5,629 人 （+21）

女 5,376 人 （+17）

世帯数 5,155 人 （+22）

〜恩納村文化情報センター来館者10万人達成〜
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　「満開の輝く花火に笑顔

さく」をテーマに、第３３回

うんなまつりが７月２３日・

２４日の両日、恩 納 村コ

ミュニティ広場を主会場

に開催されました。

　今回のうんなまつりは

天気に恵まれ、２日間で約２万２千名

の来場者があり、各種舞台イベントや、魚・果物つかみ取り、グラスボート遊覧、花火大会等

でまつりを楽しみました。

　また、今年は日本叙情歌謡の大作曲家「渡久地政信 生誕１００年」を記念した、おんなむら

カラオケ愛好会による渡久地メロディーカラオケ大会もあ

り、まつりを盛り上げました。

　コミュニティセンターにおいては、宇宙展及び科学技術

コーナー、小中学校作品展、サンゴの海フェスタ、幼稚園児

童話大会、しまくとぅば語やびら大会などが同時開催されま

した。

第３３回 うんなまつり
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糖尿病、心臓病、脳卒中等の増加
（代表的な生活習慣病）

  

検診会場での英語通訳者配置について
（変更のお知らせ）

〜9月は健康増進普及月間です〜

金武地区消防本部・航空自衛隊恩納分屯基地
消防に関する協定調印式

〜知っておきたい！乳がん・子宮頸がんのこと〜
【乳がん】 とは、乳房の乳腺組織にできるがん。
◆女性が罹りやすいがんの第１位!!
◆乳がんは20歳代から徐々に増え始め、
　40歳代後半から50歳代にピークを迎える！！
◆自覚症状：しこり、乳頭からの異常分泌、乳頭や乳輪のただれ等

【子宮頸がん】 とは、子宮の入り口にできるがん。
◆近年、若年層の発症率が増加傾向！
◆特に20～30歳代の女性に急増!!
◆自覚症状：初期-ほとんど症状はない。
               進行してくると不正出血やおりものの異常、
               下腹部痛などの症状が出てくる。

〜乳がん・子宮頸がん集団検診のご案内〜
●検診日：９月３０日（金）　　 　　　●検診会場：山田公民館
●受付時間：午後１：３０～２：３０　 　 ●持参する物：受診券（ピンク色）、検診料金
※８０歳以上の方は、会場受付で受診券を発行しますので、直接会場へお越しください。
★４０歳以上でマンモグラフィ検査をご希望の方は、福祉健康課の窓口またはお電話での予約が必要です。（先着３５名）
※ただし、昨年度集団検診でマンモグラフィ検査を受診した方は、今年度は予約できませんのでご了承ください。
★受診券を紛失した方や届いていない方は担当課までご連絡ください。

【９月以降の集団検診日程】※集団検診も残すところあと３回！ご都合の良い日程を選んで受診しましょう。

日　程 検診会場 受付時間
平成２８年9月30日（金） 山田公民館

午後１：３０～２：３０
11月 1日（火） 保健福祉センター

平成29年1月22日（日） 保健福祉センター 午前９：３０～１０：３０
検診に関する詳細は、役場ホームページ → ピックアップ → 健康 をご覧ください。

  １日　台湾研修
  ４日　金武地区消防臨時議会、消防団員との

懇親会
  ５日　北部国道事務所との行政懇談会
  ６日　當山氏激励（うんなまつり魚つかみ取り）
  ７日　ブレーントラスト会総会
 ８日　マドンナジャパン女子硬式野球日本代

表歓迎会
１１日　県産品優先使用要請行動
１３日　沖縄科学技術大学院大学臨海実験施

設開所式
１４日　庁議
１５日　臨時議会
１６日　うんなまつりゲートボール大会

村長の主な動き 村長交際費支出内訳

１９日　石川高校創立７０周年記念講話
２１日　県総合事務組合管理運営委員会
２2日　北部市町村圏事務組合理事会
２３日　第３３回うんなまつり
２４日　第３３回うんなまつり
２５日　金武地区消防議会臨時議会、北

部さとうきび協議会通常総会
２６日　センチュリーラン実行委員会
２７日　一億総活躍・地方創生全国大会
２９日　県土地開発公社理事会
         県地域振興対策協議会総会
　　　 国保連合会総会
　　　 介護保険広域運営会議

供花代として２件
第１回「１億総活躍・地方創生
全国大会in九州」　総理との
懇親会費
恩納村谷茶区評議員、OIST
定期情報交換会
侍ジャパン女子代表強化合宿
受入　３町村合同懇親会
沖縄科学技術大学院臨海実験
施設開所式
恩納通信所跡地利用計画調整

▲
 ２１,６００円

▲
 １０,０００円

▲
 1６,５００円

▲
 １５,０００円

▲
   ２,９７４円

▲
   ５,３１３円

今月合計　７１,３８７円

7月

　これまで保健福祉センターでの胃・肺・大腸がん検診及
び乳・子宮頸がん検診では、英語通訳者を配置してきまし
たが、外国人の受診者がいない状況が多々あり、通訳ボ
ランティアの方が受付時間待機するだけという状況が続
いておりました。通訳者が必要な方の受診日のみ通訳ボ
ランティアを派遣するとの意向が派遣先からありました
ので、今後は予約制受診とします。

　英語通訳者の配置をご希望の場合は、受診する健診
日程の１ヶ月前までに福祉健康課へ「受診予約票」のＦＡ
Ｘでの予約が必要になりますので、ご了承ください。

　生活習慣病の特性や運動・食事・禁煙など個人の生活習慣の改善の重要性について国民一人一人の
理解を深め、健康づくりの実践を促進するため、9月1日から30日までの1ヶ月間を普及月間とし、食生活
改善普及運動と連携して、種々の行事等を全国的に実施しています。

　７月２５日、金武地区消防恩納分遣所において、金武地区消
防本部と航空自衛隊恩納分屯基地の間における火災時相互
応援協定書の調印式が行われました。
　この協定は、基地近傍で火災が発生した場合に消火活動
を迅速かつ円滑に実施するため、消防活動、相互応援体制等
を定めるものです。
　恩納分屯基地は、消防本部からの派遣要請を受け、恩納分
屯基地所有の消防車両、人員を派遣し、初期消火、延焼防止
などの活動にあたります。

● ○ 問合せ ○● 　福祉健康課 健康づくり係　☎ ９６６-１２０７ ● ○ 問合せ ○● 　福祉健康課 健康づくり係　☎ ９６６-１２０７　FAX ９６６-１２６６

保健福祉センターでの検診で
英語通訳者が必要な方

（胃・肺・大腸がん検診及び乳・子宮頸がん検診）

人口の高齢化
社会生活環境の急激な変化

※「受診予約票」はホームページに掲載 役場ホームページ→ ピックアップ（右側）→ 健康-Health-

「check-up reservation vote
(受診予約票)」を

受診希望日の１ヶ月前までにFAXにて送信

受診予約票に記入した検診日に受診

日常生活のあり方と
深く関連しており、運動習慣の
定着や食生活の改善といった

健康的な生活習慣の
確立が重要です。

「
統
一
標
語
」

一
に
運
動

二
に
食
事

し
っ
か
り
禁
煙

最
後
に
ク
ス
リ

～
健
康
寿
命
の
延
伸
～

左から黒木司令、仲間管理者

◇子宮頸がんは早期に見つかれば怖
い病気ではありません。

　　定期的に子宮頸がん検診を受
け、早期発見につなげる事が非常
に重要となります。

◇早期に発見し治療を行う事で治癒
率も高くなります。

　　月に一度の自己検診と年に一度
の乳がん検診を受診しましょう。
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21号（1975年9月号）

125号
（1990年11月号）

恩
編
だ

村
ん
り

納
さ
よ

誌
室
50

今
年
は
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
来
月
十
月
二
十
七
日
～
三
十
日
ま
で
、
多
く
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
が
来
県
し
、
各
地
域
で
歓
迎
会
が

開
か
れ
ま
す
。
一
九
九
〇
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
大
会

は
、
今
回
第
六
回
目
と
な
り
ま
す
。
大
会
実
行
委
員
会

は
「
第
六
回
大
会
で
は
、
沖
縄
独
自
の
文
化
や
風
土
、
歴

史
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
魅
力
を
県
民
が
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
移
民
の
歴
史
や
ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
重
要
性
と
そ
の
拡
大
、
発
展
に
大
会
が
果

た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
、
広
く
県
民
へ
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
取
組
を
推
進
し
た
い
。」
と
し
て
い
ま
す
。

村
出
身
者
（
ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
）
も
多
く
来
村
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
村
誌
編
さ
ん
室
で
は
、
大
会
コ
ン
セ
プ
ト
も

考
慮
し
、
ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
の
方
々
だ
け
で
な
く
村
民
の
方
々

に
も
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
パ
ネ
ル
展
を
企
画
中
で
す
。
　

と
こ
ろ
で
、
恩
納
村
の
「
広
報
お
ん
な
」
は
一
九
七
一

年
よ
り
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
今
回
四
二
三
号
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
発
刊
さ
れ
た
広
報
に
も
ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
の

方
々
と
の
交
流
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
今
回
は

そ
れ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

最
初
に
広
報
に
ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
の
方
が
紹
介
さ
れ
た
の

は
二
一
号
（
一
九
七
五
年
九
月
号
）
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の

カ
ン
ポ
グ
ラ
ン
デ
の
石
川
盛
得
さ
ん
が
四
十
六
年
ぶ
り
に

里
帰
り
を
さ
れ
、
村
育
英
会
に
寄
付
を
さ
れ
た
記
事
で

す
。
カ
ン
ポ
グ
ラ
ン
デ
は
ボ
リ
ビ
ア
移
民
者
に
と
っ
て
も

思
い
出
の
地
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
長
旅
を
し
て
き
た
移

民
者
を
カ
ン
ポ
グ
ラ
ン
デ
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
た
ち
が
歓

迎
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
盛
得
さ
ん
も
恩
納
村
か
ら
の

移
民
者
を
駅
で
迎
え
入
れ
た
そ
う
で
、
多
く
の
ウ
ン
ナ
ン

チ
ュ
の
方
々
が
そ
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
ま

す
。
盛
得
さ
ん
は
一
九
九
〇
年
に
沖
縄
と
の
懸
け
橋
と
な
っ

た
功
績
が
讃
え
ら
れ
、
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
瑞
宝
章
の
メ
ダ
ル
は
村
博
物
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。）

一
二
四
号
（
一
九
九
〇
年
十
月
号
）
に
は
、
県
立
農

業
大
学
校
で
肉
用
牛
の
勉
学
に
励
む
、
ボ
リ
ビ
ア
か
ら

の
村
出
身
者
、
津
嘉
山
朝
英
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
年
は
第
一
回
目
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
が
開

催
さ
れ
た
年
で
、
少
し
ず
つ
ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
の
方
々
の
記

事
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
翌
月
一
二
五
号
に
は
世
界
の

ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
歓
迎
会
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

翌
一
九
九
一
年
度
は
世
界
の
ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
の
方
々

と
の
今
後
の
交
流
の
在
り
方
を
調
査
す
る
た
め
、
村
長

を
は
じ
め
、
関
係
職
員
が
南
米
と
ハ
ワ
イ
に
訪
問
し
て

お
り
、
そ
の
報
告
が
三
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
ま
し

た
（
一
二
八
～
一
三
〇
号
）。
恩
納
村
の
事
業
と
し
て

ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
の
方
々
と
の
交
流
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
六
年
に
は
第
二
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
前
後
で
海
外

の
ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
の
方
々
の
手
紙
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
一
九
九
八
年
は
村
制
九
十
周
年
を
迎
え
た
年
で
も
あ

り
、ま
た
、ブ
ラ
ジ
ル
移
民
九
十
年
の
年
で
も
あ
っ
た
た
め
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
比
嘉
篤
行
氏
、
仲
宗
根
長
告
氏
の
手
紙
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
ボ
リ
ビ
ア
で
は
こ
の
年
の
四
月

に「
オ
キ
ナ
ワ
村
」が
ボ
リ
ビ
ア
政
府
に
承
認
さ
れ
た
た
め
、

ボ
リ
ビ
ア
の
真
栄
城
徳
治
氏
の
手
紙
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
度
に
は
恩
納
村
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生

受
入
事
業
が
始
ま
り
、二
三
九
号
（
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
号
）

で
は
研
修
生
第
一
号
と
な
る
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
石
川
ゴ
ン

サ
ル
ベ
ス
・
ル
イ
ス
・
エ
ン
リ
ケ
さ
ん
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。

研
修
生
受
入
事
業
は
そ
の
後
も
続
き
、
広
報
で
も

研
修
生
の
歓
迎
会
や
報
告
会
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
先
月
の
広
報
に
は
受
入
事
業
だ
け
で

な
く
、
恩
納
村
青
年
を
海
外
に
派
遣
す
る
事
業
に
つ

い
て
の
現
地
で
の
意
見
や
状
況
調
査
が
行
わ
れ
、
恩

納
村
の
世
界
の
ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
の
方
々
と
の
交
流
は

さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。（
幸
喜
）

世
界
の
ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
と

の
交
流

号数 発刊年月 記事タイトル 備　　考

21 1975.9 46年ぶりでブラジルか
ら里帰り

124 1990.10 21世紀の農業を担う若
者たち

村出身のボリビア2世の
学生紹介

125 1990.11 トゥムに語やびらチョー
デー

世界のウチナーンチュ
大会

128 1991.2 南米及びハワイ移住者
訪問報告書 ブラジル

129 1991.3 南米及びハワイ移住者
訪問報告書 アルゼンチン、ボリビア

130 1991.4 南米及びハワイ移住者
訪問報告書 ペルー

142 1992.4 海外からこんにちは カナダの辻本幸子さん
からの手紙

183 1996.1 世界を舞台に活躍する
恩納村出身者

第2回世界のウチナーン
チュ大会

209 1998.6 ちょっと一言！ ブラジルの比嘉篤行さ
んからの手紙

212 1998.9 海外からのお手紙紹介 ボリビアの真栄城徳治
さんからの手紙

213 1998.10 海外からのお手紙紹介 ブラジルの仲宗根長告
さんからの手紙

237 2000.10 海外移住者子弟研修生
受入事業

現地説明会（ブラジル、
ボリビア）

239 2000.12 エンリケさんが3か月間
研修

第1回海外移住者子弟
研修

241 2001.3 新成人の門出を村民あ
げて祝う

海外研修生エンリケさ
ん成人式参加

245 2001.7 恩納村出身海外移住者
子弟研修生受入事業

現地説明（ペルー、アル
ゼンチン、ブラジル）

246 2001.8 恩納村人会長の棚原氏
が来村 ブラジル

248 2001.10
ボリビアから津嘉山梢
さんが海外子弟受入研
修生として来村

250 2001.12

第3回世界のウンナン
チュ大会 表紙写真

海外から19名の移住者
が参加 ウンナンチュ大会

251 2002.1 海外子弟の津嘉山さん
が研修報告

号数 発刊年月 記事タイトル 備　　考

252 2002.3 3人目の村海外移住者子
弟研修生の歓迎式を開催

アルゼンチンの上間ア
ドリアナさん

254 2002.5
海外移住者子弟研修生
のアドリアナさんが3ヵ
月の研修成果を報告

258 2002.9 第4回恩納村海外移住
者子弟研修生歓迎式

ボリビアの佐渡山安幸さ
ん、真栄城バネッサさん

262 2003.2 佐渡山さんと真栄城さ
んが研修報告

267 2003.9 村出身海外子弟2名が
研修で来村

ブラジルの石川タダシ
さん、棚原栄作さん

291 2005.9 海外移住者子弟研修生
が来村

ブラジルの津嘉山さゆ
りさん、アルゼンチンの
上間カロリーナさん

294 2005.12 恩納村のみなさんあり
がとう

津嘉山さん、上間さん研
修報告

304 2006.10 村出身海外子弟が研修
で来村 ブラジルの桑江良満さん

306 2006.12

第4回世界のウンナン
チュ大会 表紙写真

第４回世界のウンナン
チュ大会開催 歓迎交流会

平成18年度海外移住者
子弟受入研修生研修修了 桑江良満さん

ボリビア県人会比嘉次
雄会長講演会開催

338 2009.8
恩納100夢キラリ

ボリビアへ派遣教師とし
て2年間赴任した松尾
剛先生について

村出身海外子弟が来村 ブ ラジ ル の 国 吉 プリ
シーラさん

341 2009.11 恩納100夢キラリ 国吉プリシーラさん

363 2011.9 世界のウンナンチュ 恩納村誌編さん室だより

365 2011.11 第5回世界のウンナン
チュ大会

375 2012.9 ブラジルからヴィニシウス
さん三ヶ月の研修で来村 藤崎ヴィニシウスさん

378 2012.12
平成24年度恩納村出
身海外移住者子弟等研
修生受入事業報告会

藤崎ヴィニシウスさん

387 2013. 9 海外調査（ブラジル・ボ
リビア）へ出発 恩納村誌編さん室だより

389 2013.11 海 外 調 査 員 、無 事 に
帰って来ました 恩納村誌編さん室だより

390 2013.12
平成25年度恩納村出
身海外移住者子弟等研
修生受入事業報告会

真栄城エミコさん

397 2014.7 仲 泊 小 学 校 六 年 生 が
やってきた

総合学習で恩納村の移
民について学習

400 2014.10 沖縄県人入植記念式典 ブラジル、ボリビアへ村
長訪問

407 2015.5 戦 後 のブラジ ル 移 民　
カッペンについて 恩納村誌編さん室だより

409 2015.7 ブラジルの鉄道 恩納村誌編さん室だより

415 2016.1 ブラジル移民～青年隊
移民について～ 恩納村誌編さん室だより

419 2016.5 お知らせ『海外調査報告書
（ブラジル・ボリビア』発刊 恩納村誌編さん室だより

422 2016.8 海外移住者子弟等研修
事業に係る調査

広
報
に
み
る
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▲炭焼窯全景（１１地点）

▲作業風景

▲赤間の炭焼窯（11地点）窯口

▲赤間の炭焼窯分布図 ▲測量風景

学 芸 員 の はなし 46

貝の標本を展示中！
　博物館展示ホールでは現在、貝類の標本を展示しています。平成26年3月に刊行された『恩納村誌　第一
巻　自然編』の調査の際に、調査員をされていた沖縄県水産海洋技術センターの久保弘文氏が南恩納の屋嘉
田潟原で採集した貝を標本として提供していただきました。
　今回提供していただいた貝類はハマグリなどでお馴染みの二枚貝やタカラガイ・スイジガイなどの巻貝の
仲間、陸生のマイマイなど330種類以上あります。中には可愛らしいハート型をした「リュウキュウアオイ」や
真っ白な色をしている綺麗な「ウミウサギ」などの変わった貝も含まれています。どの貝も色や形など見ごたえ
十分ですので、この機会に是非、博物館に来館していただき、ご覧ください。

博物館講座「海藻おしば作り」を開催しました。
　8月14日に恩納村博物館研修室にて博物館講座「海藻おしば作り」を開催しました。午前、午後の2回開催
した講座には合わせて20名の方に参加していただき、それぞれが海藻を使って作る「海藻おしば」に挑戦し
ました。
　講座では最初に海藻について映像で学びました。その後、職員から「海藻おしば」の作り方を教わりながら、
作品作りに取り組みました。使用した海藻は村内の浅瀬で採れる物や特産品となっている海ブドウ、モズクな
どを使い、参加者たちがしおりやポストカードサイズのものなど思い思いのオリジナル作品を作り上げました。
　今回の講座が夏休みの工作や思い出作りに役立っていれば博物館としても喜ばしい限りです。

（学芸員　後藤）
▲講座風景 ▲講座風景

恩 納 村 の 文 化 財  45

赤間の炭焼窯群
　恩納村教育委員会では、平成28年4月18日より恩納バ
イパス・恩納南バイパス事業に伴う文化財調査で、赤間の
炭焼窯群約40基のうち2基を対象に記録保存を目的とし
た埋蔵文化財発掘調査を実施しました。調査対象となった
炭焼窯の２箇所共に川沿いの斜面を掘り込んで窯を造る
構造で、周辺には作業場として利用したと考えられる平場
がありました。炭焼窯の構造には、炭を焼く燃焼室と火を
たく窯口、煙の通り道の煙道などがあり、粘土を造ったと
考えられる穴など確認されました。炭焼窯が造られる場所
には、共通した条件が見られました。まず、炭を造る際に必
要な炭の材料である木材（シイの木など）があり、窯の天井
や窯口をふさぐための粘土と水などがある場所に造られ
ています。
　今回調査した炭焼窯２基ともに炭を造って使用しなく
なった窯で天井や焼いた炭は無い状態でした。窯を造った
時期や使用した年代は、地域の方々の聞き取りから戦前か
ら戦後にかけて使用したのではないかとのことでした。年代を示す焼き物などの出土遺物は無かったこと
から詳細な年代は今のところ不明です。情報をお持ちの方がいましたら情報提供のほどよろしくお願いいた
します。 (文化財担当：崎原)

調査箇所
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中頭地区大会 県大会

　８月２日から８月４日の３日間にかけて「恩納村サバイバルキャンプ（自然生活体験）」が南恩納にあるヨー
島にて開催され、小学６年生３３名、ジュニアリーダー１６名、総勢４９名が参加しました。
　キャンプ期間中はジュニアリーダーの指導のもと、野外炊飯活動がおこなわれました。
　初日の追い込み漁では沢山の魚を追い込むことに成功し、その魚を食材にすることができました。獲れ
た魚を焼いたり、お味噌の具材にしたりと、それぞれの班が工夫を凝らして炊飯活動をしていました。
　最終日のイカダ体験では、班長、ジュニアリーダーを中心にイカダを作成し全チームが南恩納船揚場ま
で到着することができました。
　解散式は各班の６年生代表の感想で締めくくり、参加したメンバーは達成感で溢れていました。ご協力
いただきました漁協の皆様、関係者の皆様ありがとうございました。

　８月３日、喜瀬武原中男子バドミントン部が長浜村長を訪ね中頭地
区大会・県大会結果の報告を行いました。
　中頭地区大会の団体戦では１８年ぶりの団体優勝を遂げました。県
大会では惜しくも準優勝でしたが九州大会の切符を手にしました。

- 団体戦 -
優　勝

- 個人戦 -
優　勝　與儀・外間ペア
準優勝　伊禮・與儀ペア

- 団体戦 -
準優勝（九州大会出場）

- 個人戦 -
優　勝　與儀・外間ペア

（九州大会出場）

恩納村少年の主張・意見発表大会

優勝報告！！バドミントン

地 鎮 祭
名嘉真区多目的施設

　７月２７日、ゆうなホールにて「恩納
村少年の主張・意見発表大会」が開
催されました。村内中学校からの代
表１０名が、家庭・学校など日常生活
の中で考え感じていること、社会の
ことなどを発表しました。
　今大会では安富祖中学校３年徳元亜結さん、山田
中学校３年久場悠誠くん、恩納中学校３年清水優梨

菜さんの３名が最優秀賞を受賞しま
した。
　なお、徳元さんは「中頭地区主張大
会」、久場君・清水さんは「中頭地区意
見発表大会」に恩納村代表として派
遣されます。

　８月２日、「名嘉真区多目的施設」新築工事
の地鎮祭が行われました。
　地鎮祭には、長浜村長をはじめ、仲田議
長、仲嶺区長、施工業者など関係者らが出席
し、工事の安全・無事故を祈願しました。

清水さん 久場君

発表者のみなさん

徳元さん

大 会 結 果
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男子バレー優勝　南恩納体協
女子バレー優勝　恩納体協

バレーボール大会
　第４２回各字対抗バレーボール大会が７月１０日に開催され、男子９チーム、
女子９チームが参加しました。
　女子は６年連続優勝の恩納体協と塩屋体協の決勝となり、恩納体協の攻撃
に食らいつく塩屋体協でありましたが、恩納体協の攻撃が勝り、２対０で恩納
体協が７連覇を成し遂げました。
　男子決勝戦は南恩納体協と山田体協となりました。１セット目から南恩納体協の攻撃に対し、山田体
協が押され２対０で南恩納体協が優勝を勝ち取りました。
　選手・大会関係者並びに応援にかけつけてくださった皆さん、暑い中お疲れ様でした。

　第４２回各字対抗バスケットボール大会が７
月３１日、８月６日に開催され、男子１３チーム、
女子７チームが参加し熱戦を繰り広げました。
　女子は恩納体協が昨年と一昨年の雪辱を

果たし、３年ぶりに悲願の
優勝を果たしました。
　男子は恩納体協が準
決勝にて大会２連覇中の
山田体協を破り、そのまま勢いにのり決勝にて南恩納体協を
下し７年ぶりに栄光を得ました。
　選手・大会関係者並びに応援に駆けつけてくださった皆さ
まお疲れ様でした。

　第３６回各字対抗ソフトボール大会が５月８日・１５日の両日、赤間サブグラウンド及び赤間ボールパーク
にて１５チームが参加して熱戦が展開されました。
　決勝は２年ぶりの優勝を狙う恩納体協と、初優勝を目指す太田体協が対戦し、恩納体協が９対１で制し
２年ぶりの優勝を飾りました。
　また、７月１７日に金武町ベースボールスタジアムにて郡大会も行われました。金武町との決勝となり、
最終回にて逆転のサヨナラ勝ちで優勝を果たしました。

　村税の収入確保及び恩納村税務職員の徴収
技術の向上を目的に、県税事務所の徴税吏員が
村職員の身分を併任するための辞令交付式が
行われました。沖縄県名護県税事務所の太田雄
一郎さん、安次富靖之さんに外間副村長から辞
令が交付されました。
　村職員と共に税の徴収業務を行います。
　併任期間は平成２９年３月１７日までとなってい
ます。

男女アベック優勝の恩納体協

群大会優勝　恩納村体協

準優勝
太田体協

優勝
恩納体協

バスケットボール大会 ソフトボール大会

県税務職員併任辞令交付式

個人賞

打撃賞
伊芸 竜二 選手

（恩納）

殊勲賞
伊藝 要介 選手

（恩納）

左から安次富さん、外間副村長、太田さん、我謝所長

敢闘賞
與那嶺 豊 選手

（太田）
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恩納村地域耕作放棄地対策協議会からのお知らせ
　恩納村地域耕作放棄地対策協議会では、耕作放棄地を借りて再
生作業に取り組む農家へ補助を行っており、今年度は２件の耕作放
棄地の再生を予定しております。
　来年度以降も引き続き、耕作放棄地の再生作業に取り組む農家を
募集いたします。右記の要件をご確認のうえお申し込みください。

1　耕作放棄地を所有していないこと。
2　作業終了年度から起算して5年間以上

利用権設定(使用貸借）し耕作すること。
3　その他、本協議会が認めた者。

● ○ 問合せ ○● 　農林水産課　農政係　☎ ９６６-１２０２

● ○ 問合せ ○●

恩納村文化情報センター　〒904-0415 恩納村字仲泊1656番地8
☎ 098-982-5432　【HP】 http://www.onna-culture.jp/

※センターに関する情報は、ホームページで確認できます

On
nas

on culture

Information Cen
te

r 

Vlo.59 恩納村文化情報センターだより　Vlo.59

恩納村文化
情報センター
9月休館日
【休館日】

5日、12日、20日、21日、23日、26日
【資料整理日】15日

　村内北側4ヶ所に返却ポストを設置しました。下記の設置場所で本を返
却することができます。お近くの返却ポストを是非ご利用ください。

【設置場所】 ■名嘉真公民館　　■喜瀬武原公民館
　　　　　 ■安富祖公民館　　■恩納村役場
＜返却ポストご利用案内＞
利用時間：平日９時～１７時　※公民館、役場の開館時間内に限る。
回 収 日：毎週水曜日(午前中)
本の回収は週一回です。回収後、返却が確認できるまで貸出ができない場合
がございます。お急ぎの方は、文化情報センターに直接返却をお願いします。

　9月30日(金)に文化情報センター　内海
テラスにて野外シネマを行います。
　大きなスクリーンで、海風を感じながら映
画を楽しんでみてはいかがでしょうか。

【上映作品】　『いぬのえいが』　
日時：9月30日(金)　１8時～
飲食持ち込ＯＫです！ ※ゴミは各自で持ち帰
りをお願いいたします。
作品の詳しい内容はHP又は、文化情報セン
ター掲示板でご確認ください。
※上映作品は変更になる場合がございます。

　8月12日(金)「世界ゾウの日」にちなみ、8月10日(水)に沖縄
こどもの国職員によるミニトークや、アフリカゾウの危機的現
状を記録したドキュメンタリー映像の上映を行ないました。ミニ
トークでは、約10キロも
ある本物のゾウ牙に触れ
たりと貴重な体験をする
ことができました。ご参
加いただいた皆さまあり
がとうございました。

本の返却ポストから返却ができます

海辺の野外シネマ 【イベント終了】 米国総領事館主催
「ゾウ飼育員によるミニトーク＆ドキュメンタリー上映会」

　開館から約１年3ヶ月、8月7日(日)におかげ様で来館者10万人を達成いたし
ました。午前11時58分に村内在住の方が10万人目となり、セレモニーにて恩
納村長と文化情報センター館長から認定証と記念品の贈呈が行われました。
また、事前に行っていた「来館者10万人達成日を予想しよう！」では、見事5人
のピタリ賞が出ました。たくさんの応援メッセージもありがとうございました。
　これからも、皆さまに愛される施設を目指していきたいと思います。
　今後とも恩納村文化情報センターをよろしくお願いいたします。

ありがとう！ 来館者10 万人達成！

村道の一部通行止めのお知らせ

宝くじの助成金で整備しました。（宇加地区公民館）

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

１．場 所：仲泊地区
２．通行止め期間：平成28年9月下旬 ～ 平成29年2月末（予定）（※ 詳細な日付は決定次第通知いたします。）
３．概 要：橋梁架け替え工事

○ 恩納村字仲泊地区（おんな
の駅近く）に架かる「大道橋」
の老朽化に伴う架け替え工
事を実施する事により、村
道大道線の一部が上記の
期間、車両通行止め（昼間・
夜間とも）となります。

通行止め予定箇所

位置図（仲泊）

地元住民ならびにご利用の皆
様には、長期間にわたりご不
便・ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をよろしくお願
いします。

　平成２８年度 「一般コミュニティ助成事業」を活用し多目的ホールの空調設備の
取替え工事を実施しました。
　これにより、熱中症対策を行い、さらに区民が健康で快適に活用できる施設と
なりました。

－空調機設置台数－
　・ホール側　５台　　・ステージ側　１台

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた期間があ
る場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（６５歳から受けられる年金）の受け取り額が少なくなります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除等これらの期間の保険料については、１０年以内であれば遡
って納める（追納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降の追納の場合、当時の保険料額に
一定の加算額が上乗せされます。
　追納は、古い月のものから納付することとなりますが、次の点にご注意ください。

・ 一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納付されていなければ追納はできません。
・ 「法廷免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生納付特例期間」より先に経過した月分である場合は、どちらを優先

して納めるか本人が選択できます。

追納のお申し込みを希望される方、またはご相談については、お近くの年金事務所へお願いします。

● ○ 問合せ ○● 　村民課　年金係　☎ ９６６-１２０５

● ○ 問合せ ○● 　建設課　計画建設係　☎ 966-1203
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くらしの 情 報I n f o r m a t i o n

開 催 日 時：２０１６年９月10日（土）１７：００～１９：００
開 催 場 所：ＯＩＳＴレストランフロア
＜予約方法＞ ８月１６日午前１０時予約開始
入場無料要予約
オンライン予約　http://www.oist.jp/concert
電話予約　０９８-９６６-２１８４

開 催 日 時：２０１６年９月１８日（日）１９：００～２１：００
開 催 場 所：ＯＩＳＴ講堂
＜予約方法＞ ９月６日（火）午前１０時予約開始
入場無料要予約
オンライン予約　http://www.oist.jp/reservation
電話予約　０９８-９６６-２１８４

募集内容：平成２９年４月に高等学校、専修学校高等課程
などに進学を予定している中学校３年生を対象
とする奨学生の予約募集

応募資格：①沖縄県内に住所を有する者の子弟
②中学校３年生で平成２９年４月に高等学校、

専修学校高等課程などに進学を予定してい
る生徒

※①及び②の条件を満たす者
申込方法：出願書類を中学校から受け取り、学校が定める提

出期限（概ね９月下旬ごろ）までに中学校へ提出

募 集 期 間：平成２８年９月１５日（木）～１０月１７日（月）
対 象：沖縄県内に住所を有する者の子弟で、国内

の大学、大学院、若しくは専修学校（専門課
程）に在学している者
学業、人物ともに優秀であるが経済的理由
により修学に困難があると認められる者
その他詳しくは募集要項、ホームページ等
でご確認ください。

採用予定数：大学６４人程度、大学院若干名、専修学校
（専門課程）７名程度

講習会名 受講料
（テキスト代込）

定
員 日　　時 会　　場 備　　考

※臨時講習
酸素欠乏等危険
作業特別教育

会　員
￥  ８，８５６

非会員
￥１２，０９６

３０
名

学科
９/１３（火）
1０：００～１７：００

北部会館３階
（名護市宇茂佐の森5-2-7）

酸素欠乏等（空気中の酸素濃度が
１８％未満である状態、空気中の硫
化水素の濃度が１０ｐｐｍを超える状
態）の恐れのある場所において作業
を行う労働者に対して行う特別教育

職長・安全衛生
責任者教育

会　員
￥１５，５５２

非会員
￥２０，９５２

６０
名

９/１４（水）
９：００～１７：００
９/１５（木）
９：００～１７：００

北部会館３階
（名護市宇茂佐の森5-2-7）

建設業、製造業、電気業、ガス業、
自動車整備業、機械修理業の業種
において職務に就くこととなった職
長その他の作業中の労働者を直接
指導又は監督する者

研削といし
特別教育

会　員
￥  ８，７４８

非会員
￥１１，９８８

３０
名

９/２９（木）
９：００～１６：００

北部会館３階
（名護市宇茂佐の森5-2-7）

研削といしの取替え、又は取替え
時の試運転業務をする者
ベビーサンダー・エンジンカッター・
高速カッター等といし刃を使用する
ものに限る

※申込は先着順の受付とし、定員になり次第締め切らせていただきます。
※受講者が少ない場合は、中止又は延期になる場合があります。予めご了承ください。
※講習規定により、遅刻、早退、欠席者は失格となりますのでご注意ください。
※顔写真２枚（縦３㎝×横２.４㎝ポラロイド、デジタルカメラ撮影不可）必要となりますので
　お申し込み時に提出してください。
※お支払い頂いた受講料は、払戻しは出来ませんのでご了承ください。
　ホームページからもご覧になれます。検索は「沖縄県労働基準協会」で！

●○ 問合せ ○●

沖縄科学技術大学院大学　地域連携セクション　恩納村字谷茶１９１９-１ ☎ ９６６-２１８４　FAX ９６６-２８８７
イベントやOISTに関するいち早い情報は　こちらでゲット！→http://www.oist.jp/

●○ 問合せ ○●　在学している学校の奨学金担当者

●○ 問合せ ○●

（公財）沖縄県国際交流・人材育成財団　奨学課
☎ ９４２-９２１３

●○ 問合せ ○●

沖縄県労働基準協会　北部支部
名護市宇茂佐の森５-２-７（北部会館４階）

☎ ０９８０-５４-４７００
FAX ０９８０-５２-７００４

ノエル・ビリングスリー
ギターリサイタル

ペンブローク・プレイヤーズによる舞台公演
「ロミオとジュリエット」＊英語での公演となります。

平成２９年度高校育英貸与奨学生
予約採用（中学校３年生対象）の募集

平成２８年度貸与奨学生の追加募集

労働安全衛生法に基づく平成２８年９月講習会

日　　時：平成２８年１０月１日（土）　10時～16時
会　　場：２１世紀の森体育館　第２ミーティングルーム
相談内容：登記・控訴・多重債務相談など
対　　象：一般（予約不要）

日　　時：平成２８年１０月９日（日）　９：００～１４：１５
募集人数：家族２０組　約４０人
参加費用：１人あたり、１，５００円（保険料その他）
申込期間：平成２８年９月２３日（金）～３０日（金）

試 験 日：平成２８年１０月３０日（日）
試 験 の 種 類：甲種（特類、第１類～第５類）

乙種（第１類～第７類）
試 験 会 場：琉球大学、宮古工業高等学校
願書受付期間：平成２８年９月２３日（金）～９月３０日（金）
願 書 配 布 先：各消防本部予防課、沖縄県宮古事務所

総務課、沖縄県八重山事務所総務課、
（一財）消防試験研究センター

※電子申請できます。ホームページをご覧ください。
ホームページ：http://www.shoubo-shiken.or.jp

募集締切：平成２８年９月３０日（金）　※当日消印有効
選出人数：３名（スカイブルー、コバルトブルー、クリーングリー

ングレイシャス）
応募資格：①沖縄県内に居住する年齢１８歳以上の女性（高校生不可）

②平成２９年１月１日以降１年間観光及び公式行事に
従事でき、沖縄観光のPRについて意欲のある方。

応募方法：下記の書類を郵送または直接持参し提出する。
①履歴書（市販のもの）１通
②専用応募用紙（県内コンビニ・OCVBで受取可。

OCVBホームページからもダウンロードできます。）

　沖縄産業開発青年協会では、約4カ月間の研修期間で足
場・型枠・鉄筋、給排水・電気工事及び車両系建設機械等6
種資格を無料で習得する研修生を募集しています。
募集人数：４０名　
募集期間：平成２８年８月１日（月）～９月３０日（金）
応募資格：建設業に興味のある未就労者、離転職者、新卒

者、定時制高校の生徒
※原則、年齢制限なし

研修開始：平成２８年１０月５日（水）～平成２９年２月２２日（水）
研 修 費：無料　※食事代は自己負担（希望者のみ）

　参加希望者は、大会ホームページ「大会参加申込について」から「参加登録」を選択し、お申
し込みください。
参加申込ページ：http://wuf2016.com/jp/?page_id=19
電子申請申込期間：2016年８月１日（月）～９月３０日（金）　23：59

　沖縄産業開発青年協会では、約６カ月間の訓練で建設
機械等技術を１１資格習得する、沖縄産業開発青年隊員を
募集します。

募集人数：６０名
募集期間：平成２８年８月１日（月）～９月３０日（金）
応募資格：義務教育を修了した１５歳以上３２歳未満の男女

心身健全で共同生活を守れる者
応募方法：応募書類を青年協会に問い合わせていただく

か、青年協会ホームページからダウンロードし、
必要書類を青年協会へ提出

●○ 問合せ ○●

沖縄県司法書士会　北部支部
☎ ０９８０-４３-０７６０

●○ 問合せ ○●　沖縄県立石川青少年の家
☎ ９６４-３２６３ FAX９６４-５６６３　（担当） 上運天

●○ 問合せ・願書提出先 ○●

（一財）消防試験研究センター沖縄県支部
〒900-0029　那覇市旭町116-３７　自治会館６階

☎ ９４１-５２０１

●○ 問合せ・応募先 ○●

〒901-0152　那覇市小禄1831番地１
沖縄産業支援センター２階

ミス沖縄選出大会事務局「ミス沖縄募集係」
☎ ８５１－９６７８

●○ 問合せ ○●

（一社）沖縄産業開発青年協会
☎ 0980-43-2118　（担当）玉栄・米須

●○ 問合せ ○●

（一社）沖縄産業開発青年協会
☎ 0980-43-2118　FAX 0980-43-2505

●○ 問合せ ○●

第６回世界のウチナーンチュ大会実行委員会事務局　〒900-8570 那覇市泉崎1-2-2　☎８６６-８０６０

司法書士無料法律相談野外料理を楽しもう

消防設備士試験
「ミス沖縄２０１７」募集

平成28年度
建設労働者緊急育成支援事業

第6回世界のウチナーンチュ大会参加申込み

沖縄産業開発青年隊員募集

８月１日（月）から大会ホームページにて開会式、閉会式・グランドフィナーレの参加申込みを開始します！！
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